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平成”年5月15日、

1〉4月11日

日本現代舞踊豊松流「華乃舞」

この日500人の観客で賑わいま

した。　家元　豊松吉美峰さん

▲4月20日　逓信記念日：松代

郵便局、関谷チチ子先生を講師

に絵手紙教室を開催（記事1鐙一）

繊
馬

　〈4月7日　小・中学校で

　入学式

d奴奈川小学校では新入生に

　花の種をプレゼント

▲5月8日　七ツまいり　国重文指定「松苧神社」参詣。
　　　　よろいかぶと
この日は、鎧兜で登る村山達三さん。手前、村山雄也くん。

▲4月20日　県高校春

季ク・カン大会で優勝　、繋翻．嚢
の関谷則和〈ん。

1〉4月29日　田沢菅刈八王子

交流会、連合三多摩メーデー

で山菜を販売。大盛況でした。

▲5月3日　成人式
広報次回で特集。

▲4月29日　こいのぽりの泳ぐ

里犬伏地区、ほかにも儀明地区

700㌔の空き缶が集まりました。

子ども会も参加。

交通安全：チャイルドシートで子どもを守る

　5月は、交通安全週間が、一月にさかのぽって実施

となりました。抱っこでは、

子どもの命は守れません。チャ

データもあります。子どもの　P　『　　　　　　一

命はみんなで守りましょう。　　　　講薦轟癬
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容
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松
代
町
議
会
議
員
選
挙
1
6
議
席
決
ま
る

　
第
1
4
回
統
一
地
方
選
挙
概
要

　
今
回
の
統
一
地
方
選
で
は
、
県
議

選
と
町
議
選
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
選
挙
前
半
の
4
月
n
日
実
施
、
県

議
会
議
員
選
挙
は
、
現
職
の
村
松
二

郎
氏
㈲
の
ほ
か
に
立
候
補
者
が
な
く

無
投
票
で
3
選
を
決
め
ま
し
た
。

　
後
半
の
4
月
⑳
日
告
示
、
2
5
日
投

票
の
当
町
議
会
議
員
選
挙
で
は
、
定

数
1
6
人
に
対
し
て
二
人
超
過
の
1
8
人

が
立
候
補
し
、
初
め
て
の
女
性
候
補

を
含
め
て
激
し
い
選
挙
戦
を
展
開
し

ま
し
た
。
（
結
果
は
下
表
参
照
）

　
投
票
日
当
日
は
、
朝
の
う
ち
は
小

雨
と
ぐ
ず
つ
い
た
天
気
で
し
た
。

　
投
票
率
は
、
9
5
・
42
％
（
前
回
94
・

13

％
）
と
ー
・
2
9
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
、

今
回
の
選
挙
に
対
す
る
関
心
の
高
さ

が
う
か
が
え
ま
し
た
。

　
な
お
、
選
挙
法
の
改
正
後
昨
年
の

参
議
院
選
挙
に
続
い
て
2
回
目
と
な

る
今
回
の
選
挙
で
は
、
投
票
時
間
の

延
長
に
よ
り
、
開
票
は
午
後
9
時
か

ら
は
じ
ま
り
、
最
終
得
票
数
の
発
表

が
午
後
n
時
7
分
と
な
る
な
ど
、
長

い
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
得
票
数
が
、
小
数
点
以
下

の
数
字
と
な
っ
て
当
落
が
決
ま
る
な

ど
、
わ
た
し
た
ち
有
権
者
の
一
票
の

重
さ
を
痛
感
す
る
選
挙
で
し
た
。

　
臨
時
議
会

　
4
月
3
0
日
に
臨
時
議
会
を
召
集
し

議
長
、
副
議
長
と
各
委
員
会
の
委
員

が
決
ま
り
ま
し
た
の
で
、
左
3
ぺ
ー

ジ
に
あ
わ
せ
て
掲
載
い
た
し
ま
す
。

轟

　
◎
「
公
営
選
挙
ポ
ス
タ
ー
掲
示
場
」

を
町
内
7
7
ヶ
所
に
設
置
。
今
回
で
2

回
目
と
な
り
ま
し
た
。

遷攣07ンドA

〈質　問〉得票数に小数点が入るのはなぜですか？

〈答〉小数点以下得票数は「按分」によるもの

　　　　です。

〈説　明〉

　氏、性等が同一の候補者の氏また名のみしか書い

ていない票は、対象となる候補者に、それ以外の得

票数によって配分します。

　◎例：

　　A山○男　票　　200票

　　B山O男　票　　300票

　　「○男」としか記載のない票が1票

この場合、

　A山○男に加算分　1×200／500二〇．4票

　B山○男に加算分　1×300／500二〇．6票

を加算することから、小数点以下の数字となります。

●当日有権者数

男 女 計 投票率％

今回平成I　I年4月

25日執行
1，780 1，909 3，689 95．42

前回平成7年4月
23日執行

1，869 2，034 3，◎03 94．13

2

松代町議会議員選挙得票結果

439．124票

279票
247．406票

21票
206．528票

203票
87．307票

182票
79．570票

178票
78票

174．286票

168票
162票
161票
35．429票

35．346票

65票
きゆはゑハ　　ぱ　ハぼガ
鐙覆顯雛難馨魏

当選
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〃
　
〃
　
〃
　
〃
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点
選

次
落

勇

司
雄
雄
一
利
平
孔
市
明
美
男
男
二
造
男
雄
夫
子

清
哲
重
耕
正
子
丈
栄
　
勝
君
公
英
彰
公
幸
哲
淳

堺
嶋
岸
本
堺
賀
岸
藤
　
橋
井
岸
野
柳
藤
　
堺
藤

　
野

小
小
山
山
小
山
山
佐
柳
高
若
山
石
本
佐
柳
小
佐
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（敬称略・数字は年齢・各常任委員を掲載、それ以上の委員会は、委員長のみ。）

の
員
6
委一

讐
耕
農

本
・
目

　
務

山
総

難

　　　麟難撚
　懲1鰻叢鱗羅
　1．灘蝋
　　灘灘灘婁謡

一一讐』」
山岸重雄㈹

　社会常任委員

小野嶋哲雄　㊤①

総務・文教常任委員

　委員長

小堺清司㈲
総務・文教常任委員

　副議長

佐藤栄市㈹
産業・建設常任委員

Dα　
員

孔
委
長

　
任
員

丈
常
委

岸
噛

山

’1雛羅

」直、』』
山賀子平㊤4）
総務・文教常任委員

　矯簿辮

小堺正利㊤9）
　社会常任委員

　　雀』

山岸公男㈲
社会常任委員

鹸
∂
員

＠
委

　
任

男
常
長

君
設
員

　
建
委

井
・

若
躾

高橋勝美㈲
産業・建設常任委員

議会運営委員長

柳　　明67）
産業・建設常任委員

広報特別委員長

　　倉

柳　幸雄鯛
産業・建設常任委員

　副委員長

■
佐

麟職
　織鮒

1』欝』

本柳彰造㈲
総務・文教常任委員

　監査委員

　　き　　　　
　

石野英二⑯9）
総務・文教常任委員

　　議長
3



　
12
年
か
ら
始
ま
る
介
護
保
険
に
対

応
す
る
た
め
、
町
で
は
、
国
保
衛
生

係
が
国
保
介
護
保
険
係
と
環
境
保
健

衛
生
係
に
分
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
伴
い
、
国
保
介
護
保
険
係

が
窓
口
側
に
、
そ
し
て
も
う
一
つ
今
ま

で
べ
つ
べ
つ
だ
っ
た
戸
籍
と
国
民
年

金
係
が
一
つ
の
窓
口
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
従
来
ど
お
り
5
時
ま
で
に

窓
口
に
来
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合

は
、
あ
ら
か
じ
め
連
絡
を
い
た
だ
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
ば
、
7

時
ま
で
職

員
が
対

応
し
ま
す

の
で
、
こ

ち
ら
も
利

用
く
だ
さ

い
。

●
ご
存
知
で
す
か
、

　
　
　
　
　
行
政
相
談
委
員
・
人
権
擁
護
委
員

◎
行
政
相
談
委
員

　
全
国
の
市
町
村
で
、
総
務
庁
長
官

か
ら
委
嘱
を
受
け
、
行
政
に
関
す
る

身
近
な
窓
口
に
な
っ
て
く
れ
る
の
が

「
行
政
相
談
委
員
」
の
制
度
で
す
。

　
わ
た
し
た
ち
の
町
で
は
、
太
平
の

齋
藤
　
充
代
さ
ん

　
　
　
（
費
7
1
2
8
3
5
）

　
が
4
月
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　
行
政
相
談
の
内
容
は
、
国
の
仕
事

を
は
じ
め
、
J
R
・
公
団
・
事
業
団

等
の
特
殊
法
人
や
国
か
ら
県
、
町
に

委
任
さ
れ
た
仕
事
に
関
す
る
も
の
で
、

道
路
、
河
川
、
年
金
、
福
祉
、
公
害

等
に
つ
い
て
「
処
理
が
遅
い
」
「
ど
う

し
た
ら
よ
い
か
分
か
ら
な
い
」
な
ど

で
す
．

叙位

◎
人
権
擁
護
委
員

　
人
間
は
生
ま
れ
な
が
ら
に
、
一
人

の
人
間
と
し
て
尊
重
さ
れ
る
べ
き
で

す
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
差
別
や
幼
児
女

性
へ
の
暴
力
な
ど
人
権
の
侵
害
が
問

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
人

権
侵
害
が
な
い
よ
う
身
近
な
地
域
社

会
で
人
権
擁
護
の
活
動
を
行
っ
て
い

る
の
が
「
人
権
擁
護
委
員
」
の
制
度
で

す
。
町
長
が
候
補
者
を
推
薦
し
、
法

務
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
る
も
の
で

す
。
わ
た
し
た
ち
の
町
で
は
、
室
野
の

石
黒
　
良
泉
さ
ん

　
　
　
（
盈
8
1
2
0
0
3
）

　
が
4
月
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　
家
庭
内
の
問
題
、
も
め
ご
と
や
借

地
借
家
に
関
す
る
問
題
等
広
い
分
野

の
人
権
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

◎
定
例
相
談
会
の
開
催

　
町
で
は
、
こ
う
し
た
行
政
相
談
委

員
と
人
権
擁
護
委
員
に
、
次
の
3
名

の
方
を
加
え
て
心
配
ご
と
相
談
所
を

開
設
し
て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

　
小
堺
　
勇
治
郎
さ
ん
　
室
野

　
　
　
（
盈
8
1
2
0
2
2
）

　
柳
　
永
八
さ
ん
　
蒲
生

　
　
　
（
奮
7
1
3
1
6
6
）

　
鈴
木
　
益
夫
さ
ん
　
松
代

　
　
　
（
盈
7
1
2
1
7
7
）

▽
開
催
日
　
毎
週
金
曜
日

　
　
　
　
午
前
9
時
～
H
時
3
0
分

▽
会
場
　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　
　
　
（
暦
7
1
3
7
0
0
）

　
町
で
は
、
定
住
促
進
を
す
す
め
る

た
め
表
の
よ
う
な
事
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。
申
請
は
、
担
当
課
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

事業の区分 単位 金額 申　請　用　件 担当課

新規就労者

報　奨　金

世帯者 200，000円 学卒者又は転入者で町に在住

し、1年を経過した人で、民
間企業・自営業に就労し、引
き続き定住する40歳未満の人

企画

振興課
単身者 100，000円

学卒者 200，000円

結婚祝金 1　組 50，000円
在町者であって婚姻届けを出
した人で婚姻後も定住しよう
とする人

住民課

出産祝金
第レ2子 30，000円

在町者夫婦間の出生児
第3子以上 50，000円

○
「
松
代
町
福
祉
の

　
ま
ち
づ
く
り
計
画
書
」
作
成

　
総
合
セ
ン
タ
ー
の
エ
レ
ベ
ー
タ
設

置
計
画
や
新
し
い
松
代
区
民
会
館
の

階
段
昇
降
機
は
高
齢
者
や
障
害
者
に

配
慮
し
た
も
の
で
、
今
後
は
こ
の
よ

う
な
対
応
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

○
「
1
0
年
度
松
代
町
農
林
統
計
資
料
」
作
成

　
稲
作
か
ら
農
林
業
基
盤
整
備
関
係
資
料

○
「
松
代
町
・
松
之
山
町
地
域
雇
用

　
開
発
プ
ラ
ン
」
作
成

両町が10年度指定を受けて行なったものです
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○
概
要

　
町
で
は
、
こ
れ
ま
で
、
空
き
缶
類

を
不
燃
ご
み
と
し
て
収
集
し
て
き
ま

し
た
。

　
し
か
し
、
町
の
危
険
物
処
理
場
が
限

界
で
あ
る
こ
と
や
6
月
よ
り
「
容
器
包

装
リ
サ
イ
ク
ル
法
」
が
施
行
さ
れ
、
缶

類
が
分
別
収
集
の
対
象
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
町
で
は
松

代
区
を
除
く
全
地
区
で
収
集
を
行
い

ま
す
。
（
松
代
区
は
リ
サ
イ
ク
ル
物
品

保
管
所
開
設
日
に
持
ち
込
み
と
な
り

ま
す
．
）

○
収
集
方
法

　
各
地
域
ご
と
に
収
集
す
る
品
目
と

収
集
日
を
決
め
て
い
ま
す
。
4
月
配

布
の
収
集
計
画
表
で
確
認
の
う
え
、
「
持

ち
込
み
方
法
」
の
留
意
事
項
を
守
っ

て
、
地
区
指
定
の
場
所
に
出
し
て
く

だ
さ
い
。

0
6
月
の
収
集
品
目
（
各
地
区
共
通
）

▽
①
新
聞
紙
②
雑
誌
・
チ
ラ
シ
・
紙

製
箱
類
③
布
類
④
ダ
ン
ボ
ー
ル
⑤
牛

乳
等
紙
パ
ッ
ク

◎
リ
サ
イ
ク
ル
物
品
保
管
所

　
昨
年
よ
り
始
め
た
も
の
で
、
町
民

の
方
は
ど
な
た
で
も
利
用
で
き
ま
す
。

全
国
で
リ
サ
イ
ク
ル
率
は
、
1
0
％
程
度

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
リ
サ
イ
ク
ル

に
ご
協
力
下
さ
い
。

▽
場
所
　
役
場
裏
旧
鉄
道
公
団

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
事
務
所

▽
開
設
日

毎
週
金
曜
及
び
日
曜
午
後
1
時
～
5

時
（
n
月
か
ら
4
時
ま
で
）

▽
扱
い
品
目

回
収
品
目
す
べ
て
を
扱
っ
て
い
ま
す
。

▽
そ
の
他
　
リ
サ
イ
ク
ル
の
マ
ナ
ー

を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
問
い
合
わ
せ

　
役
場
2
階
　
環
境
保
健
衛
生
係
ま

で
。
な
お
、
4
月
配
布
の
計
画
表
が
な

い
家
庭
、
事
業
所
は
窓
口
に
用
意
し

て
あ
り
ま
す
の
で
ご
連
絡
願
い
ま
す
。

灘
灘

ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

紳
芝
峠
温
泉
、
お
風
呂
ま
わ
り
が
キ
レ
イ
紳

ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊥

紳
に
な
っ
て
み
ん
な
を
待
っ
て
い
ま
す
　
紳

㊥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

芝峠温泉智7－3939お湯もながめもいいですよ。

　
芝
峠
温
泉
は
、
お
風
呂
の
あ
る
共

同
浴
場
が
、
平
成
3
年
4
月
に
オ
ー

プ
ン
。
眺
め
の
良
さ
で
人
気
の
あ
る

芝
峠
温
泉
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し

た
。
今
回
浴
室
と
脱
衣
室
部
分
内
装

で
痛
ん
だ
部
分
を
新
し
く
し
た
も
の

で
す
．

　
ま
た
、
温
泉
は
、
神
経
痛
、
筋
肉

痛
、
冷
え
性
に
効
能
が
あ
り
ま
す
。

　
施
設
に
近
い
ブ
ナ
散
策
道
の
新
緑

が
、
い
よ
い
よ
見
ご
ろ
と
な
り
ま
し

た
。
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
場
と
コ
テ
ー
ジ

の
営
業
も
は
じ
め
ま
し
た
。

　
み
な
さ
ん
、
ぜ
ひ
、
芝
峠
で
、
温

ま
っ
て
楽
し
ん
で
き
ま
し
ょ
う
。

●
利
用
料

○
入
浴
料

　
大
人
　
4
0
0
円
（
中
学
生
以
上
）

　
小
学
生
1
5
0
円
（
幼
児
無
料
）

○
宿
泊
　
9
千
円
～

○
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
料
金

　
大
人
　
8
0
0
円

　
子
供
　
3
0
0
円

　
年
間
家
族
会
員
券
　
9
0
0
0
円

　
年
間
個
人
会
員
券
　
4
0
0
0
円

○
コ
テ
ー
ジ
一
棟
1
2
0
0
0
円

　
冬
の
間
休
館
し
て
い
た
池
尻
に
あ

る
郷
土
資
料
館
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
。

　
旧
東
北
電
力
松
代
出
張
所
に
あ
っ

た
関
谷
廉
蔵
の
胸
像
も
館
内
に
展
示

と
な
り
ま
し
た
。
関
谷
廉
蔵
は
、
私

材
を
投
じ
て
郡
内
で
は
じ
め
て
電
気

事
業
に
取
り
組
ん
だ
（
大
正
3
年
・

1
9
1
4
年
）
人
物
で
す
。

雛
鍵

欝
羅
購
鐡
蜥
畿
鵜
雛
鎚
鍵
鞭
蓑
　
…

○
開
館

　
午
前
9
時
～
午
後
4
時
3
0
分

O
入
館
料
　
大
人
　
2
0
0
円

　
　
　
　
　
子
供
　
－
O
O
円

○
そ
の
他
　
月
曜
休
館

松代町郷土資料館（暦7－2138）
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た
だ
裏
難
轟
．
鱗
を
募
集
中

　
昭
和
54
年
よ
り
始
ま
っ
た
早
稲
田

大
学
と
の
交
流
も
今
年
で
2
0
年
目
を

迎
え
ま
す
。
こ
の
冬
も
早
稲
田
大
学

の
雪
堀
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
、
地
域

で
交
流
を
深
め
た
こ
と
は
記
憶
に
新

し
い
と
こ
ろ
で
す
。

　
そ
こ
で
今
回
は
、
2
0
周
年
記
念
事

業
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま

す
。　

5
月
の
「
オ
ー
ル
早
稲
田
文
化
週

間
」
で
山
菜
や
特
産
品
の
販
売
を
行
っ

た
他
、
町
内
小
学
校
5
・
6
年
生
児

童
が
夏
休
み
に
早
稲
田
大
学
を
訪
問
。

ま
た
、
早
稲
田
大
学
か
ら
は
、
学
生
が

松
代
で
寄
席
や
コ
ン
サ
ー
ト
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

　
広
く
住
民
か
ら
も
交
流
に
加
わ
っ

て
も
ら
お
う
と
、
一
般
者
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
申
し
込
み

は
企
画
振
興
課
地
域
振
興
係
ま
で
。

早稲田大学交流20周年記念事業

　
や
ま
ふ
じ

●
山
藤
フ
オ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

　
作
品
募
集
中

◎
松
代
・
松
之
山
両
町
の
野
山
の
自

　
然
な
山
藤
を
テ
ー
マ
に
作
品
を
募

　
集
し
て
い
ま
す
。
作
品
は
n
年
中

　
に
撮
影
の
も
の
。

▽
応
募
方
法
　
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト
4

　
切
（
ワ
イ
ド
4
切
）
の
サ
イ
ズ
の

　
も
の
で
申
込
書
を
作
品
裏
に
添
付
、

　
一
人
3
枚
ま
で
応
募
可
能
。

▽
費
用
　
一
人
1
0
0
0
円

▽
賞
品
　
特
選
3
0
万
円
他

▽
締
切
　
7
月
2
0
日

▽
申
込
書
及
び
応
募
先
等

　
両
町
役
場
内
　
観
光
協
会

　
山
藤
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
係

　
松
代
奮
7
1
3
0
0
0

　
松
之
山
　
奮
6
1
3
0
1
1

企　　　　画　　　　名 内　　　　　容 担　　当

5月16（日）

オール早梱田文化週間

　松代ふるさと物産最

早稿田大学キャンパスで、松代町か

ら春の野山の山菜他、物崖販亮を行

ない交流を深める。

会場；西早稿田大学キャンパス

早稿田大学

松代町

7月19日（月）

観管察武者行列 松代町の槻音祭に早大学生が参加し

鼠者行列などに参加する．

早梱田大学

松代町

7月26日（月）～28日（水）

体験学習『ユニ・ラプ1

町内の小学校5・6隼生の児童が早稽

田大学の理工学郁で奥験教室（ユ
ニ・ラブ）を体験する。

会場：早大理工学部キャンパス

早大理工学郎

町教育婁員会

8月～9月
早大タッチラグピー教室 小・中学校児童生徒を対象として、早

稿田大学のタッチラグビーを体験する

会場二早大松代セミナーハウス

早大交友課

町教青委員会

8月～9月
早大ライプコンサート 早稲田大学の企磧サークルが中心と

なり、ライブコンサートを開催する。

会場＝松代町総合体青館

早大企酉サーク
ル『qoon』

松代町

9月～10月
早大マンドリン楽郁

　　　演奏会
早稲田大学のマンドリン楽部による演

奏会を開催する。

会場：まつだいふるさと会館

早大マンドリン

　　　　楽部
町教青委員会

9月～10月

早稲田寄庸 早租田大学落語研究会、寄席演劇研

究会による『早稿田寄庸』を開催す
る。

会場＝まつだいふるさと会館

早大落躇研究
会・寄席演劇研
究会

町教育委員会

虫
歯
あ
な
睡
子

　
　
　
　
　
　
　
4
月
m
・
銘
日
実
施

春
の
歯
科
検
診

　
1
歳
・
1
歳
半
児
と
も
に
虫
歯
の

子
ど
も
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
グ
ラ

フ
は
、
虫
歯
の
な
い
子
ど
も
の
割
合

を
棒
グ
ラ
フ
で
あ
ら
わ
し
た
も
の
で

す
。

虫歯のない子
％
0
0
8
0
6
0
4
0
2
0
0

四
歳
児

三
歳
半
児

三
歳
児

二
歳
半
児

二
歳
児

一
歳
半
児

一
歳
児

松蓬苧松室松松蒲犬
代平島代野代代生伏

佐川鈴石小
藤合木丸嶋

大洋元揺圭
斗平気平太

久
保
田
智
也

柳
　
　
詩
帆

若
井
　
一
哉

田
邊
　
渉

伸新豊貴秀克幸雅雅
一一　志行彦春行明

松
代
　
　
関
谷

犬
伏
　
　
柳

室
野
　
　
佐
藤

仁知裕
　佳史

正敏誠
明弘司

松
代

名
平

室
野

松
代

滝
沢

松
代

松
代

木
和
田
原

松
代

小
荒
戸

太
平

松
代

松
代

柳関相山小佐関●柳相佐菅牧
　谷沢賀山藤谷沢　澤藤井田

爽
椰

敦
子

稜瑠
美

麻
衣

緋
色

翔悦
子

弥
恵

洋
子

麻
里
花

美
乃
里

空

幸公栄一浩高靖竜藤一正太義
伸明一　　美　彦雄行　一明

犬
伏

松
代

儀
名

蓬
平

犬
伏

木
和
田
原

山山小小柳柳
岸本堺堺

陽高裕加和萩
太宏樹菜也野

宏道春新浅誠
　雄樹一夫一

福
島
　
　
西
潟
　
乃
野
子
　
弘
明

寺
田
　
　
井
上
　
亜
由
美
　
久

松寺松室松松
代田代野代代

柳中秋高田関
　沢田橋邊谷

拓
也

ふ
う
か

楓
香

晃み
そ
ら

康
二

拓
夢

吾伸
一

敏
雄

浩
人

元
市

治

会
沢
　
　
小
野
島
奈
美
　
　
正
志

松
代
　
　
柳
　
　
悠
也
　
　
好
一

　
6
月
4
日
か
ら
1
0
日
は
歯
の
衛
生

週
間
で
す
。
食
べ
た
ら
忘
れ
ず
に
歯

み
が
き
を
し
ま
し
ょ
．
う
。

謬じめ

6



No．5

　
今
回
は
、
H
年
度
事
業
概
要
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
ま
た
、
左

の
4
個
の
グ
ラ
フ
は
、
3
月
1
4
日
実

施
の
『
大
地
の
芸
術
祭
』
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
（
解
答
者
囎
名
）
で
す
。

響
灘
纏
嚢
藝
糞
、
叢
．
難

●
大
地
の
芸
術
祭

　
　
　
（
事
業
費
7
8
0
0
万
円
）

　
大
地
の
芸
術
祭
実
行
委
員
会
に
委

託
し
て
行
う
事
業
と
し
て
次
の
5
項
、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住目
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　民　o
　全く理解で　その他・無回答　　　　　　　　　　力ごい

きなかった　　6％　　よく理解できた連づ

　　2％　　　　　15％　　携れ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しも

蓼耀で輪、』、1．嚢　　薪
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と

事
業
を
す
す
め
て

　
　
　
　
解

　
　
　
　
理
た
％

　
　
　
　
体
き
5
9

　
　
　
　
大
で

い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

◎
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
ア
ー
ト

　
作
品
の
制
作

◎
ア
ー
ト
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催

　
幅
広
い
広
告
戦
略
の
展
開

◎
全
国
5
会
場
で
P
R
を
兼
ね
た
シ

　
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

◎
12
年
夏
開
催
に
向
け
た
体
制
整
備

　
と
イ
ベ
ン
ト
づ
く
り

◎
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
ア
ー
ト

作
品
の
制
作

●
花
の
道
事
業

　
　
　
事
業
費
（
1
0
0
0
万
円
）

　
花
の
道
実
行
委
貝
会
に
委
託
し
て

行
う
事
業
と
し
て
圏
域
で
次
の
4
項

目
を
行
い
ま
す
．

◎
花
の
道
整
備
計
画
「
花
の
道
マ
ス

　
タ
ー
プ
ラ
ン
」
の
策
定

◎
花
の
道
モ
デ
ル
箇
所
の
整
備

　
　
　
　
弊
民

　
　
　
　
杁
疏

　
　
　
　
テ
ボ
地
％

　
　
　
　
一
外
と
6
8

　
　
　
　
ア
域
ア

　　わからない・その他

卜r　　8 ％アーテイス

だけ　2％

アーティスト

と地域住民

22％

◎
花
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催

◎
花
の
イ
ベ
ン
ト
や
講
習
会
の
開
催

●
8
万
人
の
ス
テ
キ
発
見

　
　
　
　
事
業
費
（
8
0
0
万
円
）

　
ス
テ
キ
発
見
実
行
委
員
会
に
委
託

し
て
行
う
事
業
と
し
て
地
域
を
題
材

に
次
の
4
項
目

◎
ス
テ
キ
発
見
の
作
品
募
集
活
動

　
▽
応
募
締
切
　
7
月
3
1
日

◎
英
　
伸
三
写
真
塾
の
開
催

　
▽
テ
ー
マ
”
妻
有
の
春
「
田
ん
ぼ
」

を
撮
る
”

　
▽
期
間
　
5
月
2
2
～
2
3
日

◎
高
校
写
真
講
習
会
（
県
高
文
連
）

　
期
間
　
5
月
2
8
～
2
9
日

◎
小
中
学
校
5
0
0
0
人
の
写
真

　
騒
動
の
継
続
展
開

◎
応
募
作
品
の
審
査
／
発
表
イ
ベ
ン

　
ト
の
開
催
（
9
月
）
／
巡
回
展
（
1
1
月
）

◎
入
賞
作
品
掲
載
マ
ッ
プ
（
n
月
）

　
　
参
　
　
　
　
　
　
　
　
に
い

　
　
　
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
作
た

　
　
営
い
　
　
　
　
　
　
　
制
し
％

　
　
運
た
％
　
　
　
　
　
　
品
加
2
8

　
　
会
し
引
　
　
　
　
　
作
参

　
　
大
加

その他
16％

参加する考
えはない

　　12％

作品の説明
役に参加し

たい　13％

市町村ステージ整備事業

松　代　まつだい駅から松代城山間をポケットパーク整備（事業費2億1500万円）

松之山　美人林周辺森の広場整備　　　　　　　　　　　（事業費7800万円）

十日町　オープンする情報館の光の広場に作品の設置　　（事業費6000万円）

川　西　丘のテラス〈なかまの家周辺＞光の館建設／山のテラスく節黒城跡キャ

　　　　ンプ場＞コテージ建設／物語の道く遊歩道整備＞（事業費2億9860万円）

津　南　縄文展示体験館の設計　　　　　　　　　　　　（事業費7800万円）

中　里　ミオンなかさとに水の広場　　　　　　　　　　（事業費7800万円）

交流人口の増加

32％

地域の知名度アッフ

　19％

一φ鼎φ柵φ壷一φ轍一一一一φ”“φ撒ψ”　碓ψ榊φ“φψ一φ仲φψ一φψ一一一一一一φψ一一一一φ“一φ一一ψφ鼎◎＿＿＿ψ＿＿＿＿＿φ＿“＿＿

園
叢
胤
図
鍵
モ

報
葬
議
墨
欝

　
織
饗
雛
．
蒲
羅
灘
擬
懸
慧
）
雛
灘
科

　
夏
を
彩
る
ペ
チ
ュ
ニ
ア
は
、
ア
ル

ゼ
ン
チ
ン
原
産
の
多
年
草
で
、
花
壇

や
鉢
植
え
に
欠
か
せ
な
い
花
で
す
。

　
花
色
は
多
彩
で
、
一
重
咲
き
八
重

咲
き
が
あ
り
ま
す
。
5
月
～
6
月
に

種
子
を
ま
き
、
育
て
る
こ
と
が
で
き

ま
す
が
、
開
花
が
遅
く
な
り
ま
す
。

　
苗
の
購
入
は
、
茎
が
伸
び
す
ぎ
ず

か
た
く
し
ま
っ
た
も
の
で
、
葉
色
が

よ
く
つ
ぼ
み
蕾
数
の
多
い
も
の
を
選

び
ま
す
。
強
い
光
を
好
む
植
物
で
、

日
当
た
り
の
よ
い
野
外
で
育
て
ま
す
。

水
は
表
土
が
乾
い
た
ら
与
え
ま
す
が
、

過
湿
に
弱
い
の
で
注
意
し
、
梅
雨
時

は
雨
よ
け
を
し
ま
す
。
根
が
伸
び
す

ぎ
た
ら
半
分
ぐ
ら
い
に
き
り
戻
す
と
、

1
ヶ
月
あ
ま
り
で
再
生
し
ま
す
。

㌔

　　　　　　　その他
産業の活性化　　　2％
　　　12％￥　L

芸術文化の振興

　　16％

人づくり

　ig％

譲

難
．

講
　
嚇

鱒康
灘．

鍵

　
　
難
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井沢文夫さん

県立松代高等学校

　教諭

　　a中沢　勲さん

県立松代高等学校

　事務長

麓
灘
購
　
麗
噸

金子．光春さん

　松代交番

　交番長

罵の韓4罵の汎4

臼劒7レ羽呂軸
倒狩

山田和弘さん

県立松代高等学校

　教諭

獅

本田大輔さん

県立松代高等学校

　教諭

　　轟・　　　ド　ド　　沸寧ト

庭山　博さん

県立松代高等学校

　教諭

西川　徹さん

県立松代高等学校

　教諭

㌦
報

子
等
箭

幸
高
．
．
．
．
ロ

中
讐

田
肚

　　灘迩
西山　守さん

県立松代病院

臨床検査技師

竹内洋輔さん

県立松代病院

診療放射線技師長

誰
　亀欝
石野　勇さん

県立松代病院

庶務会計係長

さん

　
院

杉

　　　タきコ

藤嚢
伊藤憲佐さん

県立松代病院

　内科医長

青木　完さん
安塚土木事務所松代分所

　分所長代理

懇ザβ

さん

　
院

報
翻

家
聡

大 真霜敏子さん

県立松代病院

主任看護婦

大見英子さん

県立松代病院

看護部副参事

麟耀1

戸田　節さん

県立松代病院

　看護部長

関谷宗一さん

松代郵便局

西山浩一さん
安塚土木事務所松代分所

　　技師

麹酔

上村　康司さん　　中島　　　功さん

安塚土木事務所松代分所　　　安塚土木事務所松代分所

　　主任　　　　　主査

　　、鐙
山岸俊雄さん

安塚土木事務所松代分所

　技術専門員
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イ欝、
山岸功さん

松代郵便局

盤

井部　　剛さん

　松代中学校

　　教　諭

響
．

斎木　文雄さん

　松代中学校

　　主　査

縮
歎
嚇

森　龍憲さん

奴奈川小学校

　教頭

大図　由紀さん

　松代小学校

　　栄養士

若山　　智さん

　室野郵便局

攣

森田　謙司さん

　松代中学校

　　教　諭

秋山益太郎さん

　松代中学校

　　用務員

毒
綜
　
．

さん

　
校

子
学
而

の
小
自

瓢
．

長

　
　
事

んさ
　
　
主

男
会
育

信
難

　
育
社

山
教
遣

丸
　
派

　
　
県

中村　昭彦さん

　室野郵便局

山岸　昌平さん

　山平郵便局

さん

子
校

奈
学
師

可
中

　
代
講

澤
松

前さん

穂
校

美
嬬

　
代
講

田
松

平

さん

噛
報
頭

矢
ト
　
ノ
　
地
教

山
孟

若さん

恵
校

孝
摩
諭

　
4

山
孟

トノ

水落　　徹さん

　松代小学校

　　教頭

懇濤
長瀬智恵子さん

　松代小学校

　　教　諭

さん村渡辺　勝久さん

　松代分遣所
分隊員副士長

さん

篠
頭

　
代
教

崎
松

宮

小野塚直子さん

　松代中学校

　養護助教諭

明間　則子さん

　孟地小学校

　　教　諭

さん

香
校

理
瞠
師

　
コ
根
㈹
講

曽
松

石
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、

O

『
ホ
i
、
ホ
ヶ
キ
ョ
』
今
年
も
わ
が

庭
に
ウ
グ
イ
ス
が
や
っ
て
き
て
ウ
メ

の
木
に
喘
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
ウ
メ
の
花
も
そ
れ
を
歓
迎
す
る
か

の
よ
う
に
満
開
の
盛
況
で
す
。

私
の
散
歩
道
で
あ
り
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

山
岸

弘
政

（
片
桐
山
・
沖
）

場
で
も
あ
る
四
季
森
林
公
園
の
樹
々

も
芽
吹
き
、
桜
が
咲
き
誇
り
、
足
元

に
は
ス
ミ
レ
に
セ
イ
ヨ
ウ
タ
ン
ポ
ポ

が
愛
ら
し
い
風
情
で
咲
き
競
い
、
水

辺
で
は
カ
エ
ル
の
合
唱
が
賑
や
か
に

始
ま
り
、
さ
な
が
ら
春
の
楽
園
の
あ

り
よ
う
で
す
．

　
さ
て
、
故
郷
で
は
、
不
況
と
厳
冬

を
い
か
に
し
て
乗
り
越
え
ら
れ
た
で

し
ょ
う
か
。
春
来
た
れ
ど
も
、
景
気

回
復
の
春
は
未
だ
遠
し
、
の
感
じ
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
私
は
、
貧
農
の
中
、
戦
争
の
時
代

に
育
っ
た
少
年
期
に
は
、
雪
解
け
を

待
っ
て
ホ
ウ
キ
ン
タ
ン
ボ
（
フ
キ
ノ

ト
ウ
）
を
雪
の
消
え
ぎ
わ
か
ら
採
り

逸
速
く
芽
を
出
す
山
菜
を
追
い
か
け

て
、
山
か
ら
山
へ
と
飛
び
回
っ
て
い

ま
し
た
が
、
あ
る
と
き
太
い
ゼ
ン
マ

イ
が
ビ
ッ
シ
リ
群
生
し
て
い
る
の
を

見
つ
け
て
一
瞬
ど
う
し
よ
う
か
と
惑

い
ま
し
た
。

な
に
し
ろ
、
二
、
三
材
先
に
細
い
ボ

エ
（
柴
木
）
が
あ
る
だ
け
で
、
足
場

の
な
い
ガ
ン
ク
ラ
（
急
峻
な
崖
）
で
、

下
を
見
れ
ば
雪
解
け
の
濁
流
を
満
々

と
た
た
湛
々
え
て
と
う
と
う
酒
々
と

流
れ
る
渋
海
川
の
大
河
で
す
。

　
そ
れ
で
も
採
集
本
能
の
権
化
と
な
っ

た
私
は
、
意
を
決
し
て
そ
の
一
本
の

木
を
め
が
け
て
飛
び
付
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
寸
前
の
と
こ
ろ
で
手
が

届
か
ず
ズ
ル
ズ
ル
ー
ッ
と
滑
り
、
万

事
休
す
と
の
思
い
で
無
我
夢
中
で
何

か
に
つ
か
ま
り
ま
し
た
。

奇
跡
的
に
も
そ
こ
で
私
の
体
の
滑
落

が
止
ま
り
、
無
事
に
安
全
地
帯
に
戻

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
後
で
調
べ
て
解
っ
た
の
で
す
が
、

私
が
無
意
識
の
う
ち
に
つ
か
ん
で
の

は
、
一
株
の
タ
ツ
ノ
ヶ
で
し
た
。

　
ま
さ
に
九
死
に
一
生
を
得
た
思
い

で
し
た
が
、
こ
の
救
い
の
主
の
タ
ツ

ノ
ヶ
と
は
、
「
コ
シ
ノ
ホ
ン
モ
ン
ジ
ス

ゲ
」
と
い
う
菅
の
仲
間
で
調
べ
る
と

崖
の
斜
面
ど
こ
に
で
も
あ
っ
て
細
く

て
長
い
葉
を
密
生
さ
せ
て
い
て
、
春

早
く
に
黄
、
色
い
歯
ブ
ラ
シ
状
の
花
穂

を
立
て
る
も
の
で
、
ご
く
普
通
の
植

物
で
す
が
、
昔
は
こ
れ
で
菅
蓑
と
い

う
高
級
な
蓑
を
造
っ
た
と
い
い
ま
す
。

　
も
し
も
こ
の
タ
ツ
ノ
ケ
が
あ
そ
こ

の
ガ
ン
ク
ラ
に
生
え
て
い
な
か
っ
た

ら
、
今
の
私
は
無
か
っ
た
と
思
う
と

『
越
の
本
門
寺
菅
』
さ
ま
さ
ま
で
有
り

難
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
故
郷
の
春
を
偲
ん
で
は
、

懐
か
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

束
頸
城
名
湯
め
ぐ
り
の
旅

共
通
入
場
券
発
売
中

　
今
回
は
、
東
頸
城
郡
6
町
村
の
温

泉
施
設
を
格
安
に
利
用
で
き
る
「
共

通
入
場
券
湯
め
ぐ
り
チ
ケ
ッ
ト
」
を

紹
介
し
ま
す
。

　
こ
の
チ
ケ
ッ
ト
は
、
郡
内
の
温
泉

ど
こ
ろ
を
よ
り
多
く
の
人
か
ら
楽
し

ん
で
も
ら
お
う
と
6
町
村
で
組
織
す

る
東
頸
城
広
域
ま
ち
づ
く
り
委
員
会

で
発
行
し
て
い
る
も
の
で
す
。

「
湯
め
ぐ
り
チ
ケ
ッ
ト
」
で
利
用
で

き
る
施
設
は
、
牧
村
湯
の
里
「
深
山

　　　　　　　　　　　　　楽保存会の特別出演もあり、楽

東京　4議上1鴛ときを過ごしました・
5／29（土）

　東京新潟県人会定期総会

　▽会場　上野精養軒

束京

だより

荘
」
、
大
島
村
大
山
温
泉
「
あ
さ
ひ
荘
」

松
之
山
町
松
之
山
温
泉
「
鷹
の
湯
」
、

安
塚
町
ゆ
き
だ
る
ま
温
泉
「
雪
の
湯
」
、

浦
川
原
村
霧
ヶ
岳
温
泉
「
湯
あ
み
」
、

そ
し
て
当
町
芝
峠
温
泉
「
レ
ス
ト
ビ

レ
ッ
ジ
峰
」
の
6
ヶ
所
を
一
六
〇
〇

円
で
ま
わ
れ
る
大
変
お
得
な
チ
ケ
ッ

ト
で
す
。
ち
な
み
に
、
通
常
よ
り
大

人
の
場
合
千
百
五
〇
円
安
く
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
チ
ケ
ッ
ト
は
J
R
東

日
本
み
ど
り
の
窓
口
や
各
温
泉
施
設

に
て
販
売
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご

利
用
下
さ
い
．

◎
町
内
取
り
扱
い

　
芝
峠
温
泉
盈
7
1
3
9
3
9

1　　　　　　　　　　　　　　　　　響”‘量8　　　　　　　　　　　　　　　　　　姪03－3821－2181
：
1　4／18（日）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6／15（火）

i
i　東京奴奈川会（会長　牧田　　　第3回企画委員会
ヨ

i典夫）創立20周年記念総会が　　▽会場　県人会館
ヨ

1信濃町千日会堂で開催され、　　▽時間　18時～20時
i
l当会市川会長をはじめ多数の　　▽内容
i
i役員が出席しました。また、　　　①会報9号発行計画
ヨ

i松代町から関谷町長、八木奴　　②会費納入状況と新入会員
ヨ

1奈川小学校長をはじめ室野神　　　　把握及び未納者への連絡
：

1　　　　　　　　　　　　　　　③創立10周年記念準備委員
：

i　　　　　　　　　　　　　　　　　会発足等
き

1　　　　　　　　　　　　　　　　6／20休）
i
l　　　　　　　　　　　　　　　　　よもぎ会
i
l　　　　　　　　　　　　　　▽会場　上野・吉池
i
i　　　　　　　　　　　　　　　▽連絡　若井謙一
ミ

1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　盈03－3718－1021

…
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響露
お

〃
／

、
〆

　
　
　
　
一

　
　
　
殴
　
．

　
　
　
　
興

　
－
．
疹
陵
／

・

豹
　
　
　
〆
仰
・
　
．
”

寿
、
．
！
湘
～
－

蒲
生
句
会

／・”『

ず 1

　
　
能
生
吟
行
特
集

か
や
葺
の
花
の
社
は
三
分
咲
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
泥
　
水

海
鳴
り
の
聞
こ
え
る
宿
に
蟹
を
喰
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
　
　
日

能
生
漁
港
岩
肌
迫
る
木
の
芽
風

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鐵
　
堂

魚
屋
の
幟
は
た
め
く
春
嵐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
　
人

春
の
海
白
波
岩
を
抱
き
洗
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
折
　
人

鱈
の
目
の
海
恋
ふ
さ
ま
に
売
ら
れ
を

り
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
　
人

鈴
な
り
の
絵
馬
吹
き
上
ぐ
る
春
嵐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
朴
　
雪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
　
ち

鱈
干
す
や
腹
の
中
ま
で
東
風
荒
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
龍
峰

　
　
し
ぶ
み
句
会

春
休
み
孫
の
手
料
理
楽
し
み
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
千
代

お
彼
岸
や
墓
六
尺
の
雪
の
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紅
　
茶

葉
も
少
し
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
に
桃
の
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
辰
　
風

春
塵
に
逆
ら
っ
て
行
く
下
校
の
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
花

さ
へ
づ
り
に
夢
よ
り
さ
め
て
時
計
み

る
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
ひ
ろ
し

春
雨
や
島
々
煙
る
瀬
戸
の
橋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
千
登
世

車
椅
子
孫
に
押
さ
れ
て
鼻
の
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
し
子

九
十
の
大
往
生
や
浬
繋
の
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淡
　
水

雪
解
霧
穏
や
か
に
峡
暮
れ
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
　
鳴

雪
崩
と
い
ふ
雪
囲
ひ
解
き
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
静
風

　
　
短
　
　
　
　
歌

い
ち
は
や

逸
早
く
芽
の
ふ
く
ら
め
る
な
な
か
ま
ど

囲
い
の
縄
を
先
づ
解
き
て
や
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
山
　
祖
道

真
冬
に
は
し
ん
と
静
か
な
屋
根
裏
も

強
弱
の
あ
る
雨
の
音
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
川
辰
雄

出
揃
ひ
し
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
赤
き
芽

　
お
も
お
も

に
重
〃
と
降
る
卯
月
の
雪
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
柳
　
コ
メ

新
雪
に
狐
の
行
き
し
跡
あ
れ
ど

野
兎
の
足
跡
見
ら
れ
な
く
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
若
井
　
貞
一
二

春
ら
し
さ
定
ま
る
四
月
の
雪
凍
み
て

何
や
ら
嬉
し
今
朝
の
青
空

　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
石
　
　
念

　
春
の
雪
解
け
と
同
時
に
、
湿
っ
た

斜
面
な
ど
に
柔
ら
か
そ
う
な
緑
濃
い

葉
を
広
げ
る
草
が
あ
り
ま
す
。

　
見
た
目
に
は
、
さ
も
お
い
し
そ
う

に
み
え
ま
す
が
、
摘
め
ば
悪
臭
が
漂

い
ま
す
し
、
食
べ
れ
ば
そ
の
猛
烈
な

エ
ゴ
イ
さ
が
喉
に
千
本
の
針
を
刺
さ

れ
た
よ
う
な
感
じ
が
し
て
、
と
て
も

食
用
に
は
向
か
ず
、
山
菜
の
案
内
書

に
紹
介
さ
れ
て
い
て
も
、
試
食
は
お

止
め
に
な
っ
た
方
が
無
難
と
い
う
も

の
で
す
。
私
の
体
験
か
ら
で
す
。

　
こ
の
草
は
方
言
名
で
は
「
ウ
シ
ン

ダ
ッ
ペ
（
牛
の
糞
）
」
と
呼
ば
れ
て
い

ま
す
が
、
和
名
で
は
か
わ
い
ら
し
く

「
ヒ
メ
ザ
ゼ
ン
ソ
ウ
（
姫
座
禅
草
）
」

と
い
い
サ
ト
イ
モ
科
の
多
年
草
で
す
。

ザ
ゼ
ン
ソ
ウ
よ
り
小
型
の
と
こ
ろ
か

ら
の
命
名
で
し
よ
う
。

　
こ
の
草
は
他
の
植
物
と
は
一
風
変

わ
っ
た
性
質
を
持
っ
て
い
ま
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
春
早
々
と
他

　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
花
よ
り
早

　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
葉
を
開
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
い
な
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
何
時
の
間
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
枯
れ
て
溶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
て
し
ま
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
す
。

　
そ
の
あ
と
か
ら
「
花
」
み
た
い
な

も
の
を
咲
か
す
の
で
す
が
、
他
の
草

が
伸
び
て
姿
を
覆
い
隠
し
て
し
ま
い
、

め
っ
た
に
人
目
に
は
つ
か
な
い
も
の

で
す
．

「
花
」
み
た
い
な
も
の
は
、
仲
間
の

ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
や
ザ
ゼ
ン
ソ
ウ
と
同

　
　
ぶ
つ
え
ん
ほ
う

じ
く
仏
炎
苞
と
い
う
も
の
で
本
当
の

花
は
、
花
ら
し
く
な
い
塊
り
に
し
か

過
ぎ
ま
せ
ん
。
そ
れ
を
保
護
す
る
も

の
が
「
花
」
の
よ
う
に
見
え
る
の
は
、

ド
ク
ダ
ミ
や
ヒ
ロ
ハ
テ
ン
ナ
ン
シ
ョ

ウ
（
山
ご
ん
に
ゃ
く
）
な
ど
の
例
も

あ
り
ま
す
。

「
花
」
の
後
で
実
が
未
熟
の
ま
ま
年

を
越
し
て
、
翌
年
に
な
っ
て
か
ら
、

そ
の
年
の
「
花
」
が
咲
い
て
、
や
っ

と
完
熟
し
て
崩
れ
る
よ
う
に
し
て
土

に
潜
り
、
子
孫
を
残
す
の
で
す
。

　
あ
ま
り
人
目
に
は
つ
か
な
い
の
で
、

た
ま
に
大
雨
が
降
っ
て
、
崖
が
崩
れ

た
跡
な
ど
で
発
見
さ
れ
た
こ
の
「
花
」

を
見
つ
け
た
人
は
怪
し
ん
で
私
に
持

ち
込
み
ま
す
．

　
た
ま
た
ま
平
成
9
年
の
夏
、
く
さ

な
ぎ
を
し
て
い
て
大
量
に
発
見
し
た

の
が
左
上
の
写
真
の
も
の
で
す
が
、

こ
ん
な
こ
と
は
見
つ
け
よ
う
と
し
て

も
見
つ
か
ら
な
い
も
の
で
、
自
然
観

察
は
偶
然
の
出
会
い
を
楽
し
む
こ
と

で
も
あ
り
ま
す
。

　
大
い
に
足
も
と
を
見
て
歩
き
ま
し
ょ

う
。
つ
ま
ず
か
な
い
た
め
に
も
。

　
　
（
写
真
・
文
　
高
橋
八
十
八
）
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含
翻
皿
顯
該
◎
贈
肇
廼
栩
回
駆
該
、
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
顯
韻
α
懸
編
回
魑
診
セ

　
松
代
中
学
校
に
赴
任
し
て
、

カ
ン
ス
キ
ー
部
の
環
境
は
す
ば
ら
し

い
な
と
常
に
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ

は
、
県
事
業
「
シ
ン
ボ
ル
ス
ポ
ー
ツ
」

の
指
定
を
受
け
、
環
境
の
整
備
が
で

き
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
今
シ
ー
ズ
ン
は
全
国
大
会

に
5
人
出
場
、
そ
の
う
ち
関
谷
則
和

君
の
優
勝
。
今
ま
で
の
積
重
ね
の
結

果
だ
と
思
い
ま
す
。
個
人
だ
け
で
な

く
、
リ
レ
ー
も
男
子
2
位
、
女
子
5

位
と
チ
ー
ム
全
体
の
力
の
向
上
が
あ

り
ま
す
。
「
若
い
力
は
す
ば
ら
し
い
限

り
」
、
ま
さ
に
こ
の
3
年
間
の
生
徒
の

成
長
を
み
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。
著

し
く
技
術
が
伸
び
る
生
徒
の
共
通
点

は
、○

自
分
の
こ
と
は
自
分
で
考
え
て
行

　
動
す
る
。
（
自
立
し
て
い
る
）

○
大
き
な
返
事
が
で
き
る
。

○
学
習
を
お
ろ
そ
か
に
し
な
槍

　
の
よ
う
で
す
。
そ
し
て
、
「
自
分
は

□
□
に
な
り
た
い
」
と
い
う
強
い
信

　　　松代中学校ク

・小林辰男教諭

念
を
持
っ
て
い
た
り
　
仲
間
と
励
ま

し
合
っ
た
り
し
な
が
ら
ク
ロ
カ
ン
ス

キ
ー
を
楽
し
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
中
学
校
の
み
な
ら
ず
、
松
代

町
で
は
小
学
校
が
信
越
学
童
大
会
で

優
勝
し
た
よ
う
に
、
底
の
基
礎
基
本

と
な
る
指
導
や
松
代
高
校
の
全
国
大

会
で
の
活
躍
に
み
ら
れ
る
、
日
本
の

ト
ッ
プ
の
技
術
指
導
が
一
貫
性
を
も
っ

て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
ク
ロ

カ
ン
ス
キ
ー
指
導
に
携
わ
っ
て
下
さ

る
方
の
熱
意
と
物
資
両
面
か
ら
の
町

教
育
委
員
会
を
は
じ
め
と
し
た
支
援

が
あ
っ
て
な
さ
れ
る
こ
と
で
す

　
さ
て
、
来
シ
ー
ズ
ン
も
生
徒
共
々

頑
張
り
た
い
も
の
で
す
。
そ
し
て
、

3
年
後
の
妙
高
国
体
で
の
卒
業
生
の

活
躍
を
心
か
ら
待
ち
望
ん
で
い
ま
す
。

今
シ
ー
ズ
ン
最
後
と
な
っ
た
一
一
つ
O
大
会
で
も
上
位
入
賞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
来
シ
ー
ズ
ン
も
楽
し
み
～

松
之
山
温
泉
ク
ロ
カ
ン
ス
キ
ー

　
選
手
権
大
会
（
ク
ラ
シ
カ
ル
）

　
　
　
期
日
　
4
月
1
8
日
◎

　
　
　
会
場
　
大
厳
寺
高
原

〈
小
学
生
の
部
〉

○
女
子
3
キ
。
4
・
5
年
生

2
位
　
樋
口
友
佳
子
（
1
3
分
33
秒
3
）

n
位
　
佐
藤
　
杏
美
（
1
5
分
0
3
秒
5
）

○
女
子
3
キ
。
6
年
生

5
位
　
小
嶋
ち
え
み
（
1
3
分
1
0
秒
3
）

15
位
　
斉
木
　
智
美
（
1
4
分
3
0
秒
4
）

○
男
子
5
キ
。
4
・
5
年
生

19
位
　
井
上
　
智
晴
（
2
5
分
n
秒
2
）

〈
中
学
生
の
部
〉

○
男
子
5
キ
。
1
年
生

1
位
　
小
堺
　
裕
司
（
17
分
3
4
秒
4
）

8
位
　
佐
藤
　
精
　
　
（
1
9
分
5
8
秒
1
）

9
位
　
田
邊
　
邦
幸
（
2
0
分
2
5
秒
9
）

○
女
子
5
キ
。
2
・
3
年
生

1
位
．
関
谷
　
有
希
（
1
7
分
4
1
秒
4
）

2
位
　
関
谷
　
智
美
（
1
8
分
2
3
秒
6
）

4
位
　
若
月
さ
ゆ
り
（
1
9
分
1
7
秒
1
）

○
男
子
8
キ
。
2
・
3
年
生

2
位
　
関
谷
　
和
樹
（
2
5
分
4
9
秒
1
）

5
位
　
宮
沢
　
智
洋
（
2
7
分
04
秒
6
）

6
位
　
池
田
　
翔
　
　
（
2
7
分
0
6
秒
2
）

9
位
　
鈴
木
　
啓
一
（
2
8
分
01
秒
9
）

24
位
　
斉
木
　
千
春
（
2
9
分
32
秒
5
）

36
位
　
樋
口
　
誠
也
（
3
1
分
3
4
秒
2
）

〈
高
校
生
の
部
〉

○
男
子
－
o
キ
。

17161311943位位位位位位位

鈴斎松斉小関宮
木藤沢木堺谷沢

健
二
（
3
0
分
4
7
秒
O
）

則
和
（
3
1
分
4
7
秒
6
）

直
人
（
31
分
4
8
秒
1
）

　
真
（
3
2
分
1
3
秒
7
）

隆
幸
（
32
分
1
8
秒
9
）

雄
治
（
3
2
分
3
6
秒
6
）

正
彦
（
32
分
4
1
秒
6
）

28
位
羽
鳥
一
徳
／
2
9
位
斉
木
勝
紀
／

33
位
松
浦
雅
浩
／
3
6
位
小
堺
隆
志

新
潟
県
高
等
学
校
春
季

　
ク
ロ
カ
ン
ス
キ
ー
大
会

　
　
　
期
日
　
4
月
2
0
～
2
1
日

　
　
　
会
場
　
大
厳
寺
高
原

　
〈
ク
ラ
シ
カ
ル
の
部
〉

○
男
子
－
o
キ
。

、
1
位
　
関
谷
　
則
和
（
3
1
分
OO
秒
1
）

2
位
　
宮
沢
　
健
二
（
3
1
分
0
6
秒
5
）

29　26　23　16　11　7　　5　　4

位位位位位位位位

羽松小斉斉小斎松
鳥浦堺木木堺藤沢

隆
幸
（
32

分
0
1
秒
7
）
　
1
2

雄
治
（
3
2
分
0
3
秒
5
）

直
人
（
3
2
分
n
秒
6
）

　
真
（
3
2
分
2
9
秒
4
）

勝
紀
（
3
3
分
3
6
秒
9
）

隆
志
（
3
4
分
1
6
秒
7
）

雅
浩
（
3
4
分
3
0
秒
6
）

一
徳
（
3
4
分
4
5
秒
0
）

〈
フ
リ
ー
の
部
〉

○
男
子
－
o
キ
。

282725232119151382
位位位位位位位位位位

鈴斉松松斉小斎羽宮関
木木浦沢木堺藤鳥沢谷

則
和
（
3
0
分
2
3
秒
O
）

健
二
（
3
1
分
42
秒
4
）

一
徳
（
3
2
分
1
9
秒
5
）

雄
治
（
32
分
2
8
秒
4
）

直
人
（
32
分
5
0
秒
8
）

勝
紀
（
3
2
分
5
9
秒
3
）

隆
幸
（
3
3
分
3
4
秒
1
）

雅
浩
（
3
3
分
5
8
秒
5
）

　
真
（
3
4
分
1
4
秒
O
）

正
彦
（
34
分
2
5
秒
9
）



松代郵便局灘、1、嚢三、藤1

4
月
2
0
日
逓
信
記
念
日

関
谷
チ
チ
子
先
生
（
松
代
出
身
前
橋
市
窪
）

　
　
　
　
招
い
て
絵
手
紙
教
室
開
催

　
毎
年
逓
信
記
念
日
恒
例
と
な
っ
て

い
る
「
一
日
郵
便
局
長
」
に
、
関
谷

チ
チ
子
先
生
に
依
頼
、
あ
わ
せ
て
関

谷
先
生
を
講
師
に
絵
手
紙
教
室
を
開

催
し
た
も
の
で
す
。

　
今
回
は
、
関
谷
チ
チ
子
先
生
か
ら

松
代
郵
便
局
に
絵
手
紙
が
届
い
て
い

た
も
の
を
局
だ
け
で
な
く
、
一
般
公

開
し
た
と
こ
ろ
大
変
好
評
で
っ

た
こ
と
か
ら
、
局
の
方
か
ら
今

回
の
｝
日
局
長
と
絵
手
紙
教
室

講
師
を
関
谷
先
生
に
依
頼
し
た

と
こ
ろ
、
も
と
も
と
生
ま
れ
が

松
代
で
若
松
園
ス
ポ
ー
ツ
が
実

家
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
「
故

郷
の
た
め
で
す
か
ら
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
」
と
、
快
く
引
き
受
け
て
い
た

だ
い
て
実
現
し
た
も
の
。

　
当
日
は
、
会
場
が
局
内
の
一
室
で

十
分
な
広
さ
が
な
い
た
め
ロ
コ
ミ
で

聞
い
て
集
ま
っ
た
町
内
外
の
人
2
0
人

が
熱
心
に
先
生
の
話
し
に
耳
を
か
た

む
け
、
，
は
じ
め
て
絵
手
紙
の
筆
を
持
っ

た
と
い
う
参
加
者
も
2
時
間
程
で
作

品
を
仕
上
げ
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

で
き
あ
が
っ
た
作
品
は
そ
の
日
あ
う

ち
に
そ
れ
ぞ
れ
宛
名
を
書
い
て
投
函

し
て
い
ま
し
た
。

　
局
で
は
、
「
と
て
も
好
評
だ
っ
た
の

で
、
会
場
等
受
け
入
れ
方
を
検
討
し

て
、
今
後
も
続
け
た
い
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
関
谷
先
生
か
ら
「
高
校
生

や
父
兄
に
読
ん
で
も
ら
い
」
と
写
真

の
本
を
公
民
館
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

くずかごo～中o～詩

　星野佳正　著
　　（理想社）

竃
藁
の
7
レ
ゼ
ン
ト
讐

　
窃
り
”
と
う

　
全
盲
の
電
子
オ
ル
ガ
ン
奏
者

　
大
島
彰
さ
ん
コ
ン
サ
；
卜
開
催

　
4
月
盈
日
に
松
代
中
学
校
と
ふ
る

さ
と
会
館
で
、
全
盲
の
電
子
オ
ル
ガ

ン
奏
者
大
島
彰
さ
ん
の
コ
ン
サ
ー
ト

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
藤
岡
市
在

住
で
松
代
（
屋
号
　
ぜ
ん
と
く
は
ら
）

が
実
家
の
野
口
恒
夫
さ
ん
（
現
在
藤

岡
帝
福
祉
高
齢
課
老
人
セ
ン
タ
ー
所

長
）
が
ど
う
し
て
も
自
分
の
郷
里
の

子
ど
も
た
ち
に
大
島
さ
ん
の
音
楽
を

聞
か
せ
た
い
と
、
犬
島
さ
ん
に
頼
み

込
ん
で
実
現
し
た
も
の
。

　
当
日
は
、
松
代
中
学
校
の
体
育
館

に
町
内
の
小
学
校
3
年
生
以
上
の
児

童
と
中
学
生
が
集
り
、
コ
ン
サ
ー
ト

を
楽
じ
み
ま
し
た
。
演
奏
の
合
間
に

大
島
さ
ん
自
身
の
幼
い
頃
の
話
し
も

入
ゆ
、
目
が
見
え
な
い
こ
と
を
知
っ

た
ど
き
の
悲
し
み
や
、
隣
り
が
小
学

校
で
音
楽
室
か
ら
聞
こ
え
る
オ
ル
ガ

ン
の
音
に
勇
気
づ
け
ら
れ
た
こ
と
。

ま
た
、
友
達
が
で
き
な
い
中
で
、
入

学
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
隣
り
の
小

学
校
に
は
い
け
ず
、
盲
学
校
に
行
か

な
け
れ
ば
い
け
な
か
っ
た
話
を
聞
い

て
涙
ぐ
む
生
徒
も
い
ま
し
た
。
「
目
の

見
え
な
い
こ
と
の
苦
難
や
挫
折
を
の

り
越
え
た
話
は
、
音
楽
の
感
動
と
と

も
に
命
の
尊
さ
や
大
切
さ
を
学
ん
だ

の
で
は
な
い
か
」
と
引
率
の
先
生
も

話
し
て
い
ま
し
た
。
も
と
も
と
、
今

回
の
話
を
持
っ
て
き
て
く
れ
た
野
口

さ
ん
は
、
大
島
さ
ん
と
は
福
祉
の
仕

事
柄
一
緒
に
な
る
こ
と
が
あ
り
、
知

り
合
い
の
仲
と
は
い
え
、
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
お
願
い
し
た
い
」
と
い
う
野
口

さ
ん
の
依
頼
に
大
島
さ
ん
も
驚
い
た

と
の
こ
と
で
し
た
。
最
後
は
野
口
さ

ん
の
熱
意
に
負
け
て
「
結
局
、
本
当

に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
来
て
し
ま
っ
た
」

そ
う
で
す
。
演
奏
機
材
を
運
ぶ
バ
ス

で
群
馬
か
ら
駆
け
つ
け
、
夜
も
ふ
る

さ
と
会
館
で
コ
ン
サ
ー
ト
。
そ
し
て

終
了
後
、
大
島
さ
ん
が
バ
ス
に
乗
っ

て
松
代
を
後
に
し
た
の
は
夜
n
時
で

し
た
。

「
や
れ
ば
、
で
き
る
こ
と
を
教
え
て

く
れ
た
大
島
さ
ん
、
故
郷
を
忘
れ
な

い
野
口
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
」
（
生
徒
の
感
想
よ
甑
）

　
な
お
、
大
島
彰
さ
ん
著
書
「
心
の

月
は
沈
ま
な
い
」
（
河
出
書
房
新
書
）

は
公
民
館
に
あ
り
ま
す
。

●
お
知
ら
せ

◎
オ
ペ
ラ
コ
ン
サ
ー
ト

　
に
い
が
た
文
化
塾
の
一
環
と
し
て

「
オ
ペ
ラ
の
魅
力
と
魔
力
と
華
や
か

さ
」
と
題
し
て
行
い
ま
す
。
日
程
は

次
の
と
お
り
で
す
。

▽
と
き
　
6
月
2
2
日
㈹

　
　
　
　
午
後
7
時
開
演

▽
と
こ
ろ
　
町
ふ
る
さ
と
会
館

▽
王
な
出
演
者

　
　
松
山
い
く
お
（
バ
リ
ト
ン
）

　
を
中
心
と
し
た
「
グ
ル
ー
プ
・
ミ

　
ラ
マ
ー
レ
」

▽
チ
ケ
ッ
ト
　
5
0
0
円

　
ふ
る
さ
と
会
館
1
F
常
春
に
て
取

　
り
扱
い
　
　
　
暦
7
1
2
2
9
9

▽
問
い
合
わ
せ
　
企
画
振
興
課

●
行
事
カ
レ
ン
ダ
ー
追
加

◎
幼
児
検
診

　
5
月
1
9
日
㈲
幼
児
検
診

　
5
月
2
6
日
㈱
幼
児
検
診

　
2
回
と
も
（
渋
海
荘
）
1
2
”
3
0
～

●
行
事
カ
レ
ン
ダ
ー
変
更

◎
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
6
日
か
ら
1
3
日
㈲
に
変
更

問
い
合
わ
せ

　
　
　
若
松
園
　
盈
7
1
2
0
6
1

●
配
布
済
み
の
町
行
事
カ
レ
ン
ダ
ー
、

　
残
部
あ
り
ま
す
の
で
、
事
業
所
等

　
で
希
望
す
る
方
は
、
広
報
係
ま
で

連
絡
下
さ
い
．

13



　　　　曇く
おつ・、

鋤さ組
　
偽

　
し

O
蓉
O 　　　　だい

山賀　　大くん

　　5　歳
松代・あらやしき

　　　　はるか
高橋　　悠、

　　5　歳
莇平・あさひや

　　　たかお
若井貴雄くん

　　5　歳
蓬平・きへい

　介護支援専門員

　実務研修受講試験

　平成12年4月から始まる介護

保険制度の要となる介護支援専

門員を養成するための試験を次

のとおり実施します。

◎試験名称　平成11年度『介護

支援専門員実務研修受講試験』

▽とき　7月25日（日）午前10時

▽ところ　上中下越及び佐渡に

　設置の各会場

▽受験資格　一定の業務に従事

　経験があるなど要件があ膨）ま

　す。詳細は問い合せ先に確認

　ください。

◎受験願書

▽とき　5月6日休）～受付

▽申し込み

　〒950－8570新潟県庁

　高齢福祉保健課介護保険準備

　室に直接取ケ）にいくか返信用

　封筒と切手同封のうえ郵送に

　より送付。

◎受験申込み

▽受付期間　5月24日（月）～

　6月2日㈲当日消印有効
▽申し込み　簡易書留による郵

　送又は直接持参

◎問い合せ先

　〒950－8570新潟県庁

　高齢福祉保健課介護保険準備

　室　　　暦025－285－5511㈹

　　　　内線2527～8及び2523

第12回市民てんかん講座

◎てんかんを正しく理解しても

らうために行われる講座です。

　どなたでも参加でき、講座終

了後希望者には個別相談を予定

しています。なお、入場は無料

で申し込みは不要ですので、お

気軽に参加ください。

▽とき　6月6日（日）

　　　午後2時～3時30分
▽ところ　上越文化会館

▽講師　金澤　治先生（国立療

　養所西新潟中央病院小児神経

　科医長）

▽問い合わせ

　国立療養所西新潟中央病院

　ケースワーカー伊藤

　　　　　　盈025－265－3171

　　醗機翌認よる

クレ：ジ蜷・糞極釜卿番

◎借金返済で悩んでいる方の相

談を、新潟県青年司法書士協議

会が電話で受け付けて法律上の

アドバイスを行います。

▽とき　6月6日（日）

　午前10時～午後4時

▽盈025－229－5736

◎精神科医師や精神保健福祉相
　　

談員が相談に応じます。電話で

予約のうえご利用願います。

▽開催日　毎月第2月曜
　　　　（10月のみ第2火曜）

　　　午後1時30分～2時30分

▽会場　上越保健所

▽問い合わせ及び予約

　上越保健所地域保健課第2係

　　　　　　奮0255－24－6133

　未就業看護職員を

　対象とした講座

◎看護力再開発講習会

▽日禾呈　6月16・17・22・23・

　　　24日の5日間
▽申込期限　6月7日

◎就職説明会

▽とき　6月24日

　　　午後1時～3時
▽申込期限　6月21日

○その他　いづれも新潟県看護

　　　　研修センターにて開

　　　　催
○問い合わせ　同センター内

　　　　　　盈025－233－6011

ボイラー技師試験準備のための講習と技能講習会

　1・2級の試験準備講習及び2級技能講習会を表日程で行います。

o問い合わせ及び申し込み先…㈹日本ボイラー協会新潟支部

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　暦025－245－7535

会場 級別 講習期日 会　場 定員

新潟

1級

2級

※2級

6／9㈹～11働

7／27（幻～28㈹

県立新潟テクノスクール

新潟市鐙西H1－3

30

50

50

長岡
2級

※2級

6／28（月）㌻30㈹

7／22休）～23㈹

ポリテクノセンター新潟

長岡市住吉3－1－1

50

50

上越
2級 6／15（幻～17休） 上越職業訓練センター

上越市高士町3－1－12

40

●時問はいづれも

午前9時からと
なります。有料
ですので、申し

込みの際こ確認
願います。
（※印・技能講習会）
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暴鑑隷

新潟県職員採用試験

案内書配布について

　12年度採用分の受験案内書配

布開始日をお知らせします。

◎受験案内配布開始日

　上級試験　　　　　5月18日

　中・初級試験　　　　7月21日

　警察官A（大卒者）5月7日

　警察官B（A以外）7月6日
　小・中・養護学校事務職員

　及び同栄養職員　　7月21日

◎問い合わせ

　新潟県人事委員会事務局

　　総務課任用係（県庁16階）

　　盈025－280－5538（直通）

　T950－8570

　新潟市新光町4番地1
◎採用案内テレホンサービス

　　　　　　岱025－280－5279

葺察：宮

　募菊じつ乙，ご

　新潟県警察では若さと情熱あ

る警察官を次のとおケ）募集して

います。

◎採用予定人員

　女性若干名・男性65名程度

◎受験資格

　昭和45年4月2日～昭和53年

　4月1日までに生まれた人で、

　○大学卒業、または平成12年

　　3月31日卒業見込みの人

　○県人事委員会が同等と認め

　　る者

◎受付期問　6月17日㈲まで
◎一次試験　7月11日（日）

　　　　会場を新潟市内に予定

◎問い合わせ

　最寄の交番・駐在所または安

　塚警察署（暦2－0110）
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幽趨こついて

◎12年度採用分の要項交付

○交付日　5月7日～

○小・中及び養護教員

　新潟市新光町4番地1

　新潟県教育庁義務教育課管理

　第2係（奮025－285－5511、内

　線3857・3858）

○高等学校教員

　新潟県教育庁高等学校教育課

　管理係（奮025－285－5511

　内線3878～3880）

○その他　いづれも住所は

　T950－8570

　　新潟市新光町4番地1

　郵送は上記係のみ扱うが詳細

を確認のこと。また、各教育事

務所、東京及び大阪の新潟県東

京事務所でも直接交付可能となっ

ています。

○参考

　上越教育事務所

　　　　　　暦0255－26－9374

　新潟県東京事務所

　　　　　　盈03－5212－9002

　電波を正しく使用するために

電波法というルールがあります。

しかし、ルールを守らない不法

な強い電波によるテレビ・ラジ

オや消防・救急等重要無線への

混信や妨害があとを絶ちません。

こうしたことへの相談は信越電

気通信監理局のまで。

○無線への被害

　　　　　　盈026－234－9976

0テレビ・ラジオヘの被害

　　　　　　奮026－234－9991

6月は土砂災害防止月間

　雨が続いたり大雨のあとや井

戸水の水量が変化したり濁った

ときは大変危険な状態です。ま

た、土地に亀裂がはいるなど「危

ない」と思ったらすぐに避難す

ることを心力ごけましょう。

　日ごろから家の付近の川や山

などの状態を点検し、いつもと

違う点を見つけたら安塚土木松

代分所（奮7－2030）または役場

（盈7－2220）まで連絡願います。

　日ごろから避難場所を決めて

おくことも大切です。

ヱプロしウ、ワキじヴ教室

　初心者から気軽に参加できる

講座です。18名募集しています。

◎牛肉のクリームソティーを中

　心に爽やかな洋食料理

▽とき　5月26日依）午前10時30分

▽ところ　東北電力十日町営業

　　　　所
▽受講料　500円

▽申込先　同営業所お客様セン

　　　　ター
　　　　　　盈0257－52－3107

　　　　　第29期

　　　　　電気

　電気の基礎知識や施設見学、

料理実習などを月1回で10月ま

でに5回予定してします。定員

20名を募集しています。

▽開講日　6月17日休）午前9時

　　　　30分
▽受講料　1，500円

▽申込先　同営業所お客様セン

　　　　ター
　　　　　　暦0257－52－3107

十日町織物業最低工賃改定のお知らせ

品　目 規　　格 金　額

紬経緯緋 巾畠　　　　　　37．5cm

仕上げ長さ　12．5m
（つむぎ

たてよこ

経（たて）糸　絹糸＜21中8双（もろ）＞
の種類本数　1200本

5，378円

緯（よこ）糸　紬（つむぎ）糸及び絹糸
かすり） の種類密度　＜21中8双（もろ）〉40本

　県内で十日町絹織物業の織布業務に従事する家内労働者賃金が表のと

おりとなりました。

十日町絹織物に係る織布業務（1反当たり）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※5月2日適用と
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　なります。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　詳しくは、新潟
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　労働基準局又は
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　十日町労働基準
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　監督署
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奮025－266－4165
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私
は
、
以
前
調
理
師
専
門
学
校
で

一
年
間
学
び
、
そ
の
後
、
中
華
料
理

専
門
店
に
一
年
間
勤
め
、
現
在
は
松

代
に
帰
っ
て
き
て
芝
峠
温
泉
レ
ス
ト

ビ
レ
ッ
ジ
峰
に
調
理
見
習
い
と
し
て
、

こ
の
4
月
か
ら
働
い
て
い
ま
す
。
会

社
の
先
輩
方
か
ら
は
懇
切
丁
寧
に
ご

指
導
い
た
だ
き
、
今
で
は
仕
事
に
も

な
れ
、
毎
日
充
実
し
た
生
活
を
送
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
ん

締

由則さ瀬沼

　
さ
て
、
私
が

松
代
に
U
タ
ー

ン
し
よ
う
と

思
っ
た
理
由
に
、

生
ま
れ
育
っ
た

松
代
の
環
境
が

自
分
に
は
非
常

に
適
し
て
い
る

よ
う
に
思
え
た

俸
こ
と
で
す
。
　
一
つ
に
は
、
雪
が
豊
富

で
大
好
き
な
ウ
イ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ

を
思
う
存
分
楽
し
め
る
こ
と
。
も
う

一
つ
は
、
春
か
ら
秋
ま
で
釣
り
も
出

来
る
こ
と
で
、
こ
う
し
た
自
然
に
恵

ま
れ
て
い
る
こ
と
が
上
げ
ら
れ
ま
す
。

そ
し
て
何
よ
り
も
松
代
の
良
い
と
こ

ろ
は
、
ま
ち
の
人
が
親
切
で
気
軽
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

声
を
か
け
て
く
れ
る
こ
と
と
飲
ん
べ

が
多
く
て
、
意
気
投
合
し
た
り
も
し

ま
す
が
、
人
と
ふ
れ
合
う
こ
と
が
で

き
る
こ
と
。
こ
う
し
た
こ
と
は
、
人

間
関
係
が
希
薄
な
都
会
で
は
経
験
で

き
な
い
こ
と
で
、
生
ま
れ
育
っ
た
街

な
ら
で
は
の
味
わ
い
が
し
ま
す
。

　
次
に
家
族
の
こ
と
で
す
が
、
私
の

家
族
は
祖
母
、
両
親
、
妹
そ
し
て
私

の
5
人
家
族
で
す
。
家
は
、
製
麺
工

場
を
創
業
し
て
一
〇
〇
年
に
な
り
ま

す
。
（
こ
の
間
に
、
大
勢
の
皆
さ
ん
か

ら
瀬
沼
の
そ
ば
・
う
ど
ん
を
ご
愛
顧

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
）

　
今
ま
で
は
、
主
に
家
業
の
乾
麺
や

生
そ
ば
の
製
造
販
売
で
し
た
が
、
私

の
夢
は
、
料
理
の
腕
を
あ
げ
る
こ
と

と
、
お
お
ぜ
い
の
方
か
ら
私
の
つ
く

る
そ
ば
や
う
ど
ん
を
味
わ
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
な
飲
食
店
を
開
く
こ
と
で

す
。
し
か
し
、
何
年
先
に
な
る
か
わ

か
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
「
創
業
は
易
く

完
成
は
難
し
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に

単
に
事
業
化
す
れ
ば
良
い
と
い
う
も

の
で
も
な
い
よ
う
で
す
。
今
後
も
初

心
を
忘
れ
ず
料
理
を
学
ん
で
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
こ
れ
か
ら
松
代
は
一
番

い
い
季
節
を
迎
え
ま
す
。
芝
峠
温
泉

か
ら
の
見
晴
ら
し
は
格
別
で
す
。
ど

う
ぞ
、
レ
ス
ト
ビ
レ
ッ
ジ
峰
に
皆
さ

ん
お
越
し
く
だ
さ
い
。
旬
な
料
理
で

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、

お
土
産
に
、
そ
ば
を
お
忘
れ
な
く
。

　男　2，189人　　（一9人）

　女2，239人（一5人）
　計4，428人（一14人）
世帯数1，435世帯（±O世帯）

　出生2人　　死亡4人
　転入19人　　転出31人
　　　（11年5月末日現在）

一人ロの動き一

圃
園
圏
圃

　
今
年
の
消
雪
日
は
4
月
1
5
日
、
最
大

積
雪
は
、
圏
袖
．
（
2
月
1
5
日
）
で
し
た
。

新
緑
映
え
る
今
と
な
っ
て
は
雪
が
そ
ん

な
に
降
っ
た
の
は
、
何
か
う
そ
の
よ
う

な
気
が
し
ま
す
。

　
さ
て
、
こ
の
4
月
来
町
し
た
全
盲
の

電
子
オ
ル
ガ
ン
奏
者
、
大
島
彰
さ
ん
の

コ
ン
サ
ー
ト
を
児
童
生
徒
と
一
緒
に
聞

い
て
い
て
、
小
学
生
は
「
何
か
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
も
ら
っ
た
よ
う
な
感
じ
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。
大
島
さ
ん
は
、
目

が
見
え
な
く
て
も
、
そ
の
場
の
空
気
で

相
手
の
人
間
性
を
見
抜
い
て
し
ま
う
の

だ
そ
う
で
す
。
握
手
を
求
め
ら
れ
、
力

い
っ
ぱ
い
握
り
し
め
ら
れ
た
と
き
、
大

島
さ
ん
の
力
強
さ
に
触
れ
た
よ
う
に
思

え
ま
し
た
。
大
変
貴
重
な
体
験
で
し
た
。
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國圏瞬團國
（3月26日～4月25日）

幸せ多い人生を（婚姻）

小堺　久雄・土谷　和子さん

　　　　（蓬平・ちょうきち）

和久井昇・宮澤美代子さん

　　　　　（下山・たかはら）

元気な良い子に（出生）

横山　夕輝筏　大二・明美さん

　（松代・男の子・下町住宅）

ご冥福をお祈りします（死亡）

萬羽　ヒデさん　　　　　83歳

　　（松代・きゅうしゅうや）

宮澤　文平さん　　　　　　95歳

　　　　　　　（下山・たなか）

　ふるさと会館の駐車場が広く

な｝）ました。ふるさと会館隣『）

の交差点をはさんだところ（写

真二中央奥）に30台程止めるこ

とができます。駅を利用する方

は、こちらの方を利用してくだ
さい。

○利用の問い合わせ：企画振興
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